
・人口減少・高齢化等に伴い、市町村は様々な行政課題に直面

地域や住民生活を守る役割が大きくなる一方、行財政運営が厳しくなる

・課題・影響を見通した取組みとともに、将来像について住民と議論を

行いながら検討することが必要

【日時】 令和７年９月２７日（土） １５時～１７時

【会場】 太子町立万葉ホール（太子町役場内）

【定員】 150名 〈申込要〉 【参加費】 無料

【内容】

○基調講演 「これからの市町村のあり方を考える」
講師 新川 達郎 同志社大学名誉教授

○パネルディスカッション
・コーディネーター：新川達郎氏
・パネリスト：羽曳野市長、大阪狭山市長、太子町長、

河南町長、千早赤阪村長

申込方法やYouTube配信等については、府HPをご覧ください

フリップ①基礎自治機能の充実強化に関するシンポジウムの開催について

課 題 シンポジウムの概要

基礎自治機能の充実強化に関するシンポジウム
「地域の未来を考える～これからの市町村～」

新川達郎 氏

市町村の将来像や進むべき方向性について一緒に考えていきましょう

※YouTubeによる生中継も実施！

急激な人口減少・高齢化が見込まれる

◆ 府では、急激な人口減少と高齢化により市町村行政に様々な課題の発生が見込まれる中、市町村が将来にわたり
持続的かつ安定的に住民サービスを提供できるよう、将来のあり方等の幅広い検討に取り組んでいる

◆ このたび、取組みの一環として、基礎自治機能の充実・強化の重要性について住民理解の促進や気運醸成を図るため、
「地域の未来」をテーマとするシンポジウムを開催



【LINE相談対応日】

９/10～９/16 毎日開設

▶相談HPはこちらからアクセス

17時30分～22時30分（最終受付22時）

自殺予防週間における取組みについて

様々な悩みを抱えてお困りのとき、生きることがつらく感じられるときは、ひとりで悩まず、ご相談を

月～金（祝日除く） 9時30分～17時30分

【LINE相談】

府内小中学校･高等学校･支援学校の
児童･生徒対象の相談窓口

【電話相談】

０１２０-０-７８３１０ （なやみ言おう）

19時～22時（最終受付21時30分）

９/11まで 毎日開設

06-6607-7361

9月は24時間体制に拡充
※９月３0日（火）は１７時まで

こころの健康相談統一ダイヤル

０５７０-０６４-５５６
お こ な お う ま も ろ う よ こ こ ろ

出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」

府における自殺者の状況
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【令和6年原因動機別自殺者の状況】

◆原因動機は、健康問題、経済・生活問題、家庭問題などさまざま

相談体制の拡充

大阪こころナビ

すこやか教育相談

24時間子供SOSダイヤル

悩みの相談窓口一覧HP

様々な悩みに応じた相談窓口を掲載

府内大学･短大･専修学生､妊産婦
対象の相談窓口

大阪府こころのほっとライン
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全体

うち29歳以下
（単位：人） 大阪府 自殺者数 年次推移

◆大阪府の自殺者数は、令和４年をピークに減少しているが、

２９歳以下は高い水準で推移。

◆ 大阪府全体の自殺者数は、ここ数年減少傾向にあるが、若年層の自殺者数は依然として高い水準で推移

◆ 9月10日から16日までの「自殺予防週間」を含む9月は、相談窓口を拡充するなど自殺予防対策を強化

出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」

※ 一部のIP電話等からは接続不可

フリップ②



■SNS等を活用した周知

・相談窓口を案内する啓発動画を
ＳＮＳで配信

・検索連動型広告で、
悩みを抱える方へ相談窓口を周知

■デジタルサイネージの活用

・自社ビルやサッカースタジアム、駅構内、
市町村庁舎等のサイネージで相談窓口を周知

■コラボリーフレット・ポスターの配布

・医療機関・学校・市町村等に配布

■若者向け相談窓口案内カードの配架

・インターネットカフェ・マンガ喫茶等に配架

自殺予防に向けた周知啓発の取組みについて

◆ 自殺を予防するためには、不安や悩みを抱えている人が孤立や孤独にならないことが重要

◆ SNSの活用、民間団体・関係機関との連携による呼びかけなど、府域全体で相談窓口の周知啓発を実施

周りで悩んでいる人がいたら、まずは声をかけてみてください

周知啓発の強化啓発キャンペーンの実施

【協力企業】

大塚製薬、関西テレビ、西日本旅客鉄道株式会社、

FC大阪、ガンバ大阪、セレッソ大阪、

日本複合カフェ協会加盟店舗

悩んでいる人に声をかけよう「ひとりで悩まないで」キャンペーン

友達や家族など身近な人が悩んでいるとき、声をかけ、寄り添うことが大切。

声をかけあうことで、悩んでいる人の不安や悩みを少しでも和らげることができるかもしれません。

もしあなたの周りに悩んでいる人がいたら､あなたならどんな声をかけるか考えて､Ｘで投稿してみませんか｡

【応募期間】令和７年９月10日～９月30日

【応募方法】① ｢ハートサポートプロジェクト＠大阪府地域保健課｣をフォロー

② 応募用投稿を引用リポスト

いろいろな「声かけ」を、 「＃ひとりで悩まないで」を検索して見てみよう

＠heartsupport_r4

Ｘアカウント

応募用ハッシュタグ

＃ひとりで悩まないで ＃大阪こころナビ

「悩んでいる時にかけられて嬉しかった言葉」

「悩んでいる人にかけたい言葉」もしくは

＋ 何か悩んでる？よかったら、話して。

＃ひとりで悩まないで ＃大阪こころナビ

≪投稿イメージ≫

👤 府民
＠fumin

2025年9月12日

参加者には、抽選で50名様に景品をプレゼント
（セレッソ大阪 観戦チケット、関西テレビグッズ等）

©CEREZO OSAKA

フリップ③



◆現在、府内の高齢者の約3人に1人が認知症又はその手前である軽度認知障がいと推計、今後も増加の見込み

◆認知症は誰もがなり得るものであり、家族や友人が認知症になることなどを含め、自分ごととして考えることが大切

◆府では、「認知症とともに希望を持って暮らせる大阪」の実現をめざし、９月の「認知症月間」において、
認知症について広く関心と理解を深める取組を集中的に実施

●認知症に関する展示等

定員 400名（先着）

●講演会の開催

９月27日（土） １4時～16時

テーマ：「新しい認知症観 ～自分らしく生きていくための備え～」

知ろう！考えよう！認知症のこと ９月は「認知症月間」です！

◆基調講演
写真家で「京都府認知症応援大使」としても
ご活躍されている 下坂 厚氏 による講演

◆「おおさか希望大使」委嘱状交付式
地域版認知症希望大使「おおさか希望大使」を新たに任命

◆シンポジウム
認知症のご本人やご家族、支援者等をシンポジストに
「新しい認知症観」に立った自分らしく生きていくための
備えについて一緒に考える

認知症サポーターになりませんか？
誰もが認知症について正しく理解し、互いに思いやる気持ちをもつことで、認知症の方や家族が安心して暮らすことができます
認知症の方や家族の応援者である「認知症サポーター」となって､安心して暮らしていくことのできるまちをみんなで作っていきませんか

大阪府 認知症サポーター

日時

会場 大阪市立北区民センター ホール

内容

参加費 無料

●その他の取組

◆大阪・関西万博「OSAKAから地域共生の未来をつくるプロジェクト」

９月１５日（月・祝） １２時～１３時

万博会場内「大阪ヘルスケアパビリオン リボーンステージ」

最先端・次世代の認知症診断・治療に関する大阪公立大学の
研究について映像と解説で紹介

◆大阪市との協働による認知症に関する普及啓発・本人発信

９月24日（水）～９月26日（金）

大阪市役所 本庁舎正面玄関ホール

「折り鶴ツリー」やパネル展示
野菜マルシェ、手作り小物販売など
〈野菜マルシェ等の物販は９月２４日と９月２６日〉

日時

場所

内容

日時

場所

内容

◆府内の公共施設、公共交通機関、商業施設等における啓発ポスターの掲出

◆万博記念公園「太陽の塔」のオレンジライトアップ《9月21日(日)日没後》

〈折り鶴ツリーの展示〉

下坂 厚 氏
写真家、認知症当事者

認知症月間における主な取組

フリップ④



令和７年国勢調査について

◆国勢調査は、５年に一度、統計法に基づいて全国一斉に実施する、最も基本的で重要な統計調査

日本国内に住む全ての人・世帯が対象で、結果は生活環境の改善や防災計画の立案など、行政施策に活用

◆調査員が各世帯を訪問して調査票を配布。回答は簡単で便利なインターネットをご利用ください

公正・効率的な行政サービス提供の基礎資料となる調査へのご回答をお願いします！

調査員は「国勢調査員証」を携帯

国勢調査を装った不審な訪問者、不審な電話・電子メール・ウェブサイト等にご注意ください
注意事項

令和７年10月１日現在

氏名及び男女の別、出生の年月、就業状態、従業地又は通学地など17項目

９月20日(土)～９月30日(水) 調査員が各世帯を訪問し、調査票を配布

９月20日(土)～10月8日(水) インターネットによる回答
※紙の調査票による回答期間は、10月１日(水)～10月８日(水)

調査時期

調査事項

調査の流れ

【インターネットによる回答のメリット】

・二次元コードを読み取ることで、ID・パスワードの入力なしで簡単にログインできる

・24時間いつでも簡単に回答でき、調査員による回収の訪問時に在宅しなくてもよい
©2014大阪府もずやん

フリップ⑤


